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Ⅰ．はじめに
獨協学園は ,「知育・徳育・体育」の三つを
掲げ教育に臨んでいる．獨協医科大学の建学の
精神は，「患者及びその家族 , 医療関係者をはじ
め，広く社会一般の人々から信頼される医師を
育成する」ことをその教育の基本理念としてい
る．
看護学部（以降，本学部）は，この建学精神
に則り ,「患者及びその家族 , 医療関係者をは
じめ，広く社会一般の人々から信頼される看護
職者を育成する」ことを教育の理念としている．
教育目標として，1） 看護の対象を総合的に理
解し，豊かな感性と倫理観を備え，科学的な知
識に基づいた援助が実践できる能力を高める，
2） 生涯にわたり専門性を高めていくための主
体的学修能力を養う，3） 保健・医療・福祉に
携わる看護職者としてチームにおける協働意識
を持ち，それに基づいた態度を養う，4） 看護
の発展や看護の質向上に貢献できる臨床看護実
践能力を育成する，5） 国際的視野を持つ人材
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要　旨　
本学部では，現在，カリキュラム改正を含め教育全般の質改革を行っている．
その一環として，平成 26 年度から新入生全員がタブレット端末（iPad）を購入・持参し，授業・
学修における活用を開始した．今回，タブレット端末の導入とともに，電子教科書導入，LMS（学習
管理システム：Learning Management System）の使用，教職員のスキルアップ，授業デザインの見
直しなど，ICT（情報通信技術：Information and Communication Technology）を中心とした授業の
質改革への取り組みを報告する．
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を育成する，を掲げている 1）．看護職は専門職
であり，生涯に渡り専門性を高めていくための
主体的学修の継続は専門職として必須である．
文部科学省では，学士課程教育の質的転換に
おいて「我が国の急速に進展するグローバル化，
少子高齢化による人口構造の変化，エネルギー
や資源，食糧等の供給問題 , 地域間の格差の広
がりなどの問題が急速に浮上している中で，社
会の仕組みが大きく変容し，これまでの価値観
が大きく見直されつつある．このような時代に
生き，社会に貢献していくためには，想定外の
事に遭遇したときに，そこに存在する問題を発
見し，それを解決するための道筋を見定める能
力が求められる．そのためには，生涯にわたっ
て学び続ける力，主体的に考える力を持った人
材を育成する必要がある．従来のような知識の
伝達・注入を中心とした授業から，教員と学生
が意思疎通をはかりつつ，一緒になって切磋琢
磨し，相互に刺激を与えながら，知的に成長す
る場を創り，学生が主体的に問題を発見し解を
見出していく能動的学修（アクティブラーニン
グ）への転換が必要である」 2）と述べている．
学士課程教育の質的転換が焦眉の課題である．
日本の大学生の学修時間が諸外国の学生と比
べて著しく短く，また高校生の勉強時間も減少
している 3）．その結果，学生の学修に対する受
動的な姿勢が問題として指摘され，本学部にお
いてもその傾向が見受けられる．このため，カ
リキュラム改正を含め，学生が主体的に学修す
る能力の育成に力を注いでいる．その一環とし
て ICT（情報通信技術：Information and Com-
munication Technology）を活用した学修がで
きるように，その実現に努めている．
本学部では， ICTを活用したアクティブラー
ニング 1）への移行・実施にあたり，基本医学情
報教育部門との連携を図り，学修環境改善計画
を策定した．本計画の期間は，平成 25 年度か
らの 3 年間とし，行動計画は ICT を活用した
学修の環境構築とアクティブラーニングの展開
とした（図 1）．
学修環境改善計画の内容は以下の通りであ
る．
平成 25 年度は，環境構築として学部棟の無
線 LAN化，教職員向けのタブレット端末およ
1
年目
（H25 年度）
《事前準備：環境構築》
①タブレット端末利用を前提とした授業環境構築
　（無線 LAN整備）（H25 年 9 月完成予定）
②教職員用タブレット端末と電子教科書購入
　アクティブラーニング（グループ学習）環境整備
　教職員のスキルアップ研修・授業デザイン検討
2
年目
（H26 年度）
《試行期間》
①アクティブラーニング型授業の展開
②新 PC環境導入とアクティブラーニング環境の充実化
③新 1年生全員のタブレット端末利用環境構築
④運用評価および授業方法の改善検討
3
年目
（H27 年度）
《改善と定着》
①改善したアクティブラーニング型授業の展開
②タブレット端末利用環境の充実
③アクティブラーニングの定着
図 ??　ICTを活用した看護学部生の学修と授業の質改革 
　　アクティブラーニングへの移行実施 3カ年計画
- 71 -
学生全員がタブレット端末を持つ看護教育環境における授業の質改革への取り組み
び電子教科書・事例などの電子コンテンツの選
定と導入を行う．
平成 26 年度は，アクティブラーニングの実
施に向けた事前準備を進めるとともに，教員の
ICT 活用スキルの研修を実施し，準備が整い
次第，ICT を導入したアクティブラーニング
の実施と評価・修正を行う．
平成 27 年度は，前年度に修正した結果を踏
まえ，ICT を活用したアクティブラーニング
を実施し，定着を図る．
学修環境改善計画に則り，平成 26 年度から
新入生 103 名全員がタブレット端末（iPad）を
購入・持参し，授業・学修における活用を開始
した．
今回，タブレット端末（iPad）の導入ととも
に，電子教科書導入，LMS（学習管理システム：
Learning Management System）との連携，教
職員のスキルアップ，授業デザインの見直しな
ど，ICT を中心とした授業の質改革への取り
組みを学生の授業評価アンケート結果を含め報
告する．
Ⅱ．方法
（1）対象者　　： 看護学部一年次生 103 名（女
性 96 名 , 男性 7 名）のうち
研究協力に同意した 98 名の
授業評価アンケートのうち，
回答に欠損値のある 1名を除
いた 97 名を解析対象とした .
（2）倫理的配慮： 研究への参加は自由意思であ
ること，研究参加の可否は成
績に反映しないことを口頭と
文書で説明した．獨協医科大
学看護研究倫理審査委員会の
承認を得ている .（承認番号：
看護 26015）
Ⅲ．結果
1．iPad 導入までの経緯
平成 25 年度は，まず，看護学部の全教室で
無線 LAN化の工事を行った．次に，タブレッ
ト端末の機種選定を行った．セキュリティと操
作性，小さく軽く持ち運びが容易であるといっ
たメリットを考慮した結果 iPad を選定した．
平成 26 年度の新入生から学生各自で iPad を購
入することを決定した．他大学はタブレット端
末を貸与する場合 4）がほとんどだが，本学部
では，タブレット端末（iPad）は個人購入とし
た．その理由は，個人所有にするとタブレット
端末（iPad）を大事に扱うこと，いつでもどこ
でも使用できること，そして，大学卒業後も使
用でき，生涯に渡り専門性を高めていくための
主体的学修を行う一助となるからである．タブ
レット端末（iPad）の機種は 2種類選定し学生
に提示した．どちらの機種を購入するかは学生
自身が決定した．
専任教員には，本学部よりタブレット端末
（iPad）を貸与した．貸与タブレット端末（iPad）
には，予め多数の電子教科書や事例学習を基盤
とした看護技術の動画や問題集などが標準化さ
れたコンテンツをダウンロードした．そして操
作や活用方法などについて段階的にスキルアッ
プが図れるようなプログラムで研修会を定期的
に開催した．
平成 26 年度は，学生がタブレット端末（iPad）
を問題なく購入できるよう，入学予定者にタブ
レット端末（iPad）購入に関する説明書を送付
した．新入生オリエンテーション期間中にはタ
ブレット端末（iPad）の使用目的と必要性につ
いて，学生と保護者に説明が行われた．その後，
販売会，Apple ID 取得と電子教科書のダウン
ロードなどの説明会を行い，使用環境を整えた．
そして，1年次開講通年科目「医療・看護と情報」
と「看護方法論演習Ⅰ（日常生活支援方法）・
Ⅱ（診断─治療支援方法」においてタブレット
端末（iPad）を用いた授業を展開した．
2．iPad を用いた授業の実際
タブレット端末（iPad）の操作方法や電子教
科書の使用方法，情報リテラシーに関しては，
基本医学情報教育部門が担当する「医療・看護
と情報」で行った．その後，「看護方法論演習Ⅰ・
Ⅱ」とアセスメント論Ⅰ（フィジカルアセスメ
ント）でタブレット端末（iPad）を用いた授業
が展開された．
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「看護方法論演習Ⅰ・Ⅱ」では，紙媒体の教
科書と電子教科書を併用した．同時に，既成の
動画コンテンツの利用，学生が予習・復習でき
るよう本学部教員作成による看護技術を動画化
したコンテンツをオンラインにアップした．ま
た，カメラ機能を用いて，学生同士で看護技術
演習場面を撮影し，学生と教員双方が技術確認
用にその動画を活用した．学生は録画した演習
場面を事後学修に活かしていた．
学生におこなったアンケート結果を表 1に示
す．
「タブレット端末（iPad）を使用できたか」
について ,「まったくそう思う」と「ある程度
そう思う」を合わせて88.6パーセントであった．
「タブレット端末（iPad）は学修の役に立ったか」
については ,「まったくそう思う」と「ある程
度そう思う」を合わせて 86.6％であった．
学生に行った授業評価アンケート結果を表 2
に示す．
「LMSを利用した出欠管理は利用しやすかっ
たか」について ,「まったくそう思う」と「あ
る程度そう思う」をあわせて 78.3％であった．
「LMSを利用し，小テストの結果を直ぐに提示
したことは参考になりましたか」については ,
「まったくそう思う」と「ある程度そう思う」
をあわせて 80.4％であった．
アセスメント論Ⅰ（フィジカルアセスメント）
では，タブレット端末（iPad）を用いて LMS
と連携し，出席表提出による出欠確認を電子化
で行なった．LMS の使用は本学部で初めての
運用だったため，基本医学情報教育部門との連
携を図った．従来の紙媒体による出欠確認では
10 分ほどを要したが，LMSを利用し，タブレ
ット端末を用いると，初回は 8分，その後，回
数を重ねる度に短縮し，現在では 3～ 5分程度
となった．また，学生の知識確認の目的で行っ
ている小テストや授業の感想を，従来の紙媒体
からタブレット端末（iPad）と LMS を利用し
て行った．
Ⅳ．考察
前述のように，本年度はタブレット端末
（iPad）導入の初年度である．学生はデジタル
ネイティブであり，スマートフォンの使用等で
? 表 ?　タブレット端末（iPad）の使用と有用性  n＝97
項　　目 回答数（％）
タブレット端末（iPad）は使用できましたか 全くそう思う
ある程度そう思う
あまりそう思わない
全くそう思わない
24
62
10
1
（
（
（
（
24.7
63.9
10.3
1.0
）
）
）
）
タブレット端末（iPad）は学修に役に立ちましたか 全くそう思う
ある程度そう思う
あまりそう思わない
全くそう思わない
23
61
13
0
（
（
（
（
23.7
62.9
13.4
0.0
）
）
）
）
? 表 ?　LMSの利用について  n＝97
項　　目 回答数（％）
LMSを利用した出欠管理は利用しやすかったか 全くそう思う
ある程度そう思う
あまりそう思わない
全くそう思わない
24
52
19
2
（
（
（
（
24.7
53.6
19.6
2.1
）
）
）
）
LMSを利用し，小テストの結果を直ぐに提示したことは
参考になりましたか
全くそう思う
ある程度そう思う
あまりそう思わない
全くそう思わない
17
61
16
3
（
（
（
（
17.5
62.9
16.5
3.1
）
）
）
）
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タッチパネルの操作にも慣れているため，タブ
レット端末（iPad）の操作にも抵抗はなく容易
に使用できたと考える．タブレット端末（iPad）
を個人所有にしたことで大切に扱い，使用のモ
チベーションに繋がったと考えられる．また授
業で活用した効果については，電子教科書の使
用や，学生同士が動画を撮影したことで，実施
した技術の修正に活用していた．即時の復習が
可能となり，知識の定着に繋がったと考えられ
る．
LMS 試行の成果については，出欠確認時間
の短縮及び回収した紙媒体から出欠用紙への転
写作業が省け，かなりの作業時間と労力の効率
化が図れた．作業時間の短縮により , その時間
を演習やグループ学習に使用することができ
る．タブレット端末（iPad）の使用により，ア
クティブラーニングを重視した授業デザインへ
の転換が可能になると考える．また，授業感想
文も整理されたデータとして結果が出力される
ので，そのまま授業評価や授業研究の資料とし
て活用でき，より質の高い授業デザインの一助
となると考える．LMS の利用により小テスト
結果を学生に即時にフィードバックすることが
できるため，問題の解答も授業時間内に理解で
き学修効果を高めることができると考える．
ICT を活用することにより，教室の授業だ
けではなく，予習・復習を含め，いつでもどこ
でも，インタラクティブな学修が可能となる．
そのため，電子教科書の採用により教科書を多
数持ち歩かなくても済むこと，また，いつでも
どこでも学修できることはもちろんのこと，実
習場にタブレット端末を持ち込むことで必要な
知識がその場で確認できるため，学修のモチベ
ーションが上がり，学修効果もあがることが期
待される．さらに，授業中に限らずメール等も
含め，いつでも教員に質問できるなど，インタ
ラクティブな学修ができる．
このように，ICTを有効に活用することで，
さまざまな学修効果が期待できることが示され
たと考える．しかし , インタラクティブなアク
ティブラーニングを実現するために，環境や機
器などハード面のみならず，それを授業で有効
に展開できる教員のスキルなどのソフト面の充
実も不可欠である．
ハード面では，学部棟では前述したように教
室でのタブレット端末は使用できるが，学生寮
や教員の研究室の無線 LANの環境整備が不十
分であり，今後未整備エリアの環境整備が必要
である．
ソフト面では，教員の授業方法の工夫がさら
に求められると考える．講義に代表される一方
向的な授業展開に慣れている教員にとって，双
方向授業や反転授業など発想の転換を要するこ
とに加え，新たな授業方法の工夫と開発も必要
であるが，これらの取り組みは必ずしも容易で
はない．学生とは逆に教員はデジタルイミグラ
ントである．パソコンの使用に慣れている教員
にとって，タブレット端末（iPad）の操作度は
教員の年齢に関係なく個人差がみられた．これ
に加え，教育の有効性を狙うためには，教員が
タブレット端末（iPad）を使いこなすことが不
可欠であり今後も引き続き，研修会などを計画・
実施していく必要がある．
現在，タブレット端末（iPad）は 1学年のみ
の限られた授業での使用である．平成 27 年度
以降，使用学年が増える．電子教科書の採用，
使用などをいかに取り入れるかの検討が必要で
ある．
Ⅴ．おわりに
本学部の教育理念の実現に向け，学生が主体
的に学修する能力の育成を図り，生涯にわたり
学び続けていく人材の育成に取り組むために
も，ICT をさらに積極的に活用し，授業の質
改革に取り組みたいと考える．
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